
〈
公

開

講

演

〉

和
辻
哲
郎
と
ヘ
ル
ダ
ー

―
精
神
史
的
観
点
か
ら
―

一

和
辻
哲

郎
（
一
八
八
九－

一
九
六
〇
年
）
は
い

う
ま
で

も

な
く
、
『
古
寺

巡

礼
』
（
一
九
一
九
年
）
『
風
土
－

人
間

学
的
考

察
』
（
一
九
三
五
年
）
『
人
間

の

学
と
し
て

の
倫
理

学
』
（
一
九
三
四
年
）
『
鎖
国
』
（
一
九
五
〇
年
）
『
倫

理
学
』

（
上
中
下
、
一
九
三
七
年
、
四
二
（
四
六
）
年
、
四
九
年
）
等

の
著
作
を
通
じ

て
ひ

ろ
く
知
ら

れ
、
明
治
以
後

の
日
本
の
精
神
史
に
大
き
な
足
跡
を
遺
し
た
思
想

家

の
ひ
と
り
で
あ
る
．

一
方
．

ヘ
ル
ダ

ー
（
一
七
四
四
－

一
八
〇
三
年
）
は
、

若
く

し
て

カ
ン
ト
の
も
と

に
学

び
、
の
ち
歴
史
哲
学
を
め
ぐ

っ
て
カ
ン
ト
と

対

立
的
立
場

を
と
り
．
ま

た
晩
年

に
は
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
の
根
底
的
、
全

面
的
批
判

の
著
作
を
刊
行
し

た
ひ
と
で

あ
る
が
、
今
日
で
は
と
り
わ
け
歴
史

哲
学

の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
、
ま

た
一
九
七
〇

年
代
以

降
は
、
イ
タ
リ
ー

の
ヴ

ィ
ー
コ
（
一
六
六
八
－

一
七
四
四
年
）
と

な
ら

ん
で
西
洋
近
代

の
正
統

的

坂
　
部
　
　
　

恵

な
合
理
主
義
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
批
判
者

と
し
て
あ
ら
た
に
脚
光

を
あ

び
つ
つ

あ
る
思
想
家
で
あ
る
。

和
辻
も

ヘ
ル
ダ
ー
も
、
時

と
と
こ
ろ

を
異

に
す
る
と
は
い
え

、
い
ず
れ
も

し
な
や

か
な
感
受
性
と
言
語
感

覚
に
恵

ま
れ

た
フ
マ
ニ
ス
ト
（
文
人
）
で
あ

る
点

に
。
一
脈
あ
い
通
ず
る
も
の
を
も

つ
と

い
っ
て
よ
い
。

和
辻
が
、
こ
の

ヘ
ル
ダ
ー
（
と
ヴ
ィ
ー
コ
）

に
時
代
の
趨
勢

に
先
駆
け
て

い
ち
早
く
注
目
し
、
ま
た
そ
の
思

想
か
ら
す
く
な
か
ら
ぬ
影
響

を
受
け
て
い

る
こ
と
は
、
多
く
の
ひ
と
の
知
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

、
彼
は
、
一

九
五
〇
年

（
『
鎖
国
』
の
四

か
月
後
）

に

『
近

代
歴
史
哲
学

の
先

駆
者
－

ヴ
ィ

コ
と

ヘ
ル
ダ
ー
』

と
い
う
小
著
を

ア
テ
ネ
文
庫
か
ら
刊
行
し
て
、
こ
の

二
人
の
思
想
家
の
歴

史
哲
学
を
詳
細

に
紹
介
し
、
ま
た
そ
れ

に
先
立

っ
て
、

す
で
に
戦
前
、
主
著
の
ひ
と
つ
で
あ
る

『
風
土
－

人
間
学
的
考
察
』
の
第

五

章

「
風

土
学
の
歴
史
的

考
察
」

に
お

い
て
も

「
ヘ
ル
テ

ル
の
精

神
風

土



学

」

を

風

土

と

人

間

の

関

わ
り

に

か

ん
す

る

考

察

の

重

要

な

先

駆

的

業

績

の

ひ

と

つ

と

し
て

と

り

あ

げ

、

さ

ら

に

一

九

四

九

年

刊

行

の

『
倫

理

学

』

下

巻

に
お
い
て
も
、
「
人
間
存
在
の
歴
史
風
土
的
構
造
」
を
あ
つ
か
っ
て
、
戦
時

中

の

ヘ
ー

ゲ

ル

流

の

単

線

的

な

歴

史

哲

学

か

ら

ヘ

ル
ダ

ー

の
並

存

的

な

諸

民

族

・

文

化

の

平

等

と

文

化

多

元

論

な

い

し

多

文

化

主

義

に

傾

斜

す

る

姿

勢

（

立

場

の

変

更

で

は

な

く

変

容

）

を

見

せ

て

い

る
の

で

あ

る

。

そ
の
『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』
の
思
考
の
出
発
点
で
、
ハ
イ
デ
ッ

ガ

ー

の

時

間

重

視

に

た

い
し

て

空

間

性

を

重

ん

ず

る

姿
勢

に

お

い
て

ヘ
ル
ダ

ー
的
「
併
存
の
秩
序
」
（
Ｎ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）
―
―
「
継
起
の
秩
序
」

（
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）
に
対
す
る
―
へ
の
共
感
を
見
せ
る
あ
た
り
か
ら
、
戦

後

の

『
倫

理

学

』

で

見

せ

た

方

向

の

修

正

な

い
し

転

換

に

い

た

る

ま
で

、
和

辻

の

ヘ

ル
ダ

ー
と

の

関

わ
り

は

、

単

に

一

部

の

著

作

・

考
察

の
引

用

・
借

用

と

い

っ

た
範

囲

に
と

ど

ま
ら

な

い
、

よ

り

深

い
思

考

の

方

法

論

に

関

わ

る
発

想

の

次

元

で

の
影

響

な

い
し

共

鳴
が

見

ら

れ

る
。

二

ヘ

ル

ダ

ー

の

「
精

神
風

土

学
」

か
ら

和
辻

が

学

ん

だ

も

の

は

、

と

り

わ
け

主
体
―
客
体
、
人
間
―
自
然
の
対
立
を
こ
え
た
生
態
系
（
有
機
的
な
全
体
、

有

機

的

な

統

合

と

「
表

現
」

の

体
系

）

の

一

環

と

し

て

、

人

間

と

そ

の

精

神

の
受

動

一

方

で

な

く

能

動

的

側

面

を

含

め

た

ラ

イ

フ

ス

タ
イ

ル
を

考

え

よ

う

と
す

る

（
今

日

の

言

葉

で

い

え

ば

一

種

の

シ

ス
テ

ム
論

的

、

表

現

論

的

な

い

し

表

現

・
了

解

論

的

な

）

行

き

方

で

あ

っ
た

と

い

っ
て

よ

い
だ

ろ

う

。

こ

う

し
た
考
え
方
が
、
も
と
も
と
日
本
的
な
「
間
」
や
「
場
所
」
の
思
考
と
親
和

性

を

も

っ

て

い

た

と

す

れ

ば

、

比

較

思

想

的

な

見

地

か

ら

し

て

大

変

興

味

深

い

こ

と

で

あ

る

。

『
風

土

』

の

中

の

「

ヘ

ル

デ

ル

の

精

神

風

土

学

」

の

章

に

は

、

つ

ぎ

の

よ

う

な

一

節

が

見

ら

れ

る

。

「

彼

の

目

ざ

す

学

問

は

、

上

述

の

ご

と

く

［
万

象

を

「
生

け

る

有

機

力

」

の

発

現

と

見

る

。

そ

の

説

明

で

は

な

く

内

的

な

も

の

の

あ

ら

わ

れ

と
し
て
の
解
釈
を
こ
と
と
す
る
]
生
け
る
自
然
の
解
釈

（
Ａ
ｕ
ｓ
ｌｅ
ｇ
ｕ
ｎ
ｇ

）

で

あ

る

。

目

に

見

え

る

形

に

現

わ

れ

て

い

る

精

神

を

通

訳

す

る

こ

と

（
Ｄ
ｏ
ｌｍ

ｅ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

）

で

あ

る

。

人

に

つ

い

て

言

え

ば

、

そ

の

姿

形

は

た

だ

内

部

に

あ

る

衝

動

構

造

の

外

皮

に

過

ぎ

な

い

。

し

か

も
そ
の
形
態
は
一
つ
の
統
合
さ
れ
た
全
体
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
個
々

の

部

分

を

い

か

に

丹

念

に

解

剖

し

て

み

た

と

こ

ろ

で

全

体

の

意

味

は

わ

か

ら

な

い

。

ち

ょ

う

ど

言

葉

に

お

け

る

よ

う

に

、

個

々

の

綴

り

文

字

は

な

る

ほ

ど

言

葉

に

属

し

て

は

い

る

が

、

し

か

し

意

味

を

持

つ

の

は

綴

ら

れ

た

全

体

と

し

て

の

単

語

で

あ

っ
て

、

個

々

の

文

字

で

は

な

い

。

だ

か

ら

外

に

現

わ

れ

た

形

姿

に

お

い

て

内

な

る

も

の

を

指

示

す

る

こ

と

（
ｄ
ｅ
ｕ
ｔｅ
ｎ
）

文

字

の

連

結

か

ら

し

て

意

味

を

理

解

す

る

こ

と

、

そ

れ

が

こ

こ

で

は

学

問

の

方

法

に

な

る

。

彼

は

こ

の

方

法

を

比

論

的

に

Ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
i
o
g
n
o
m
i
k
（
人
相
学
）
Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
o
g
n
o
m
i
l
k
（
情
相
学
）
な
ど
と
呼

ん

で

い

る

。

Ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉｏ
ｌｏ
ｇ

ｉｅ

（
生

理

学

）

Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
ｏ
ｌｏ
ｇ

ｉｅ

（
病

理

学

）
　
に

対

し

て

ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉｓ

や

ｐ
ａ
ｔ
ｈ
ｏ
ｓ

の

真

の

意

味

を

捕

え

る

学

問

の

意

で

あ

る

。



そ
れ
は
認
識
の
立
場
に
対
し
て

理
解
の

立
場
を
宣
揚
す

る
。
」
（
全
集
第

八
巻
、
二
一
一
-
二
一
二
頁
、
以
下
同
様
に
表
記
）

ヘ
ル
ダ
ー
は
、
ち
な
み
に
、
人
相
学
、
骨
相
学
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ

る
ラ

フ
ァ
ー

タ
ー
と
親
交
が
あ

っ
た
。
彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
部
分
的
な

（
機
械
的
）
因

果
連
関
よ
り
も
心
や

身
体
の

全
体
的
な

ゲ

シ
ュ

タ
ル
ト
、
コ

ン
ス
テ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
に
注
目
す
る
（
非

古
典
近
代
科

学
的
な
）
パ
ラ
ダ
イ

ム
で
あ

る
。
和
辻

の
ま
と
め
で

い
え

ば
、
「
解
釈

の
方

法
」
に
よ
っ
て

、
風

土
や
生
活

の
し
か
た
を
つ
ね
に
「
主
体
的
な
人
間
存
在

の
表
現
と
見
る
態
度
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
」
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
思
考
の
特

色
が
あ
る
。

体
つ
き

、
骨
相

に
お
い
て
、

そ
の
人
の
性
格
・
気
質
が

あ
ら

わ
れ
る
よ
う

に
、
ひ
と

び
と

の
住
み

暮
ら

す
「
と
こ

ろ
」

に
お

い
て
、
「
風

土
化
」

し
て

い
る
の
が
人
間

の
あ
り
方
で

あ
る
。

「
そ
れ
に
よ

っ
て

、
そ
の
国
土
と
密
接
な
連
関
に
お
い
て
形

成
せ
ら
れ

て

い
る
感
性

的
な
民
族
が
。
そ
の
国
土
に
忠
実
で
あ

り
、
そ
の
国
土
か

ら
離
れ
難
く
観
ず

る
、
と

い
う
こ
と
の
理
由
が
ま
ず

あ
き

ら
か
に
な
る
。

そ
れ

は
彼
ら

の
肉
体
や

、
生
活
の
仕
方
の
性
質
や

、
子

供
の
時
か
ら
慣

れ
て

い
る
娯
楽
や
仕
事

な
ど

が
、
言
い
換
え

れ
ば
彼
ら

の
心
の
全
眼
界

が
、
風
土
的
だ

か
ら
で
あ

る
。
彼
ら

か
ら

そ
の
国
土

を
奪
う
こ
と
は
、

彼
ら

か
ら
す
べ
て
を

奪
う
こ

と
に
ほ
か
な
ら

ぬ
。
」
（
同
。
二
一
三
頁
）

ば
ら
ば
ら
の
要
素
と
し
て
で

な
く

、
「
人

間
の
生

の
構

造
の
契

機
と
し

て

風

土
を
考
察
す

る
方
法
」
（
同
）
こ
そ
肝
要

で
あ
ろ

う
と
和
辻

は

い
う
。

今

日

か

ら

見

れ

ば

二

十

世

紀

の

人
文

科

学
の

方

法

を
先

取
り

す

る

側
面

、

あ

る

い

は

若

く

し

て

ヘ

ル
ダ

ー

の

感
化

を
受

け

た

ゲ
ー

テ

の

自

然
研

究

の
方

法

、

生

き

た

自

然

の

解

釈

（
直

覚

的

方
法

に
よ

る
）

に

通

じ

る

側
面

で

あ

る
。

さ

ら

に

い

え

ば

、

「

風

土

と

は

極

言

す

れ

ば
地

球
上

そ

れ

ぞ

れ

の

土
地

に
固

有

な
、

唯

一

の
も
の
な
の
で
あ
る
。
」
（
同
、
ニ
一
四
頁
）

こ

う

し

た

把

握

の

背
景

に

は

、

ラ

イ
プ

ニ

ッ
ツ

の

個
別

主

義

、
個

体

重

視

の
哲
学
が
あ
る
。
ガ
リ
レ
オ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
デ
カ
ル
ト
・
カ
ン
ト
流
の
普

遍

重

視

の
近

代

（
科

学
）

の

パ

ラ

ダ

イ

ム
と

は

お

の
ず

か
ら

別

な
流

れ

、

精

神
史
的
に
は
ビ
ザ
ン
チ
ン
か
ら
ア
ラ
ブ
世
界
、
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
、

ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
を
通
っ
て
来
る
流
れ
で
あ
る
。

さ

て

、

そ

こ
で

、

ヘ

ル

ダ

ー
の

風

土

学

に

よ

れ
ば

、
①

個

々
の

感

覚

が

風

土

的

、

②

想

像
力

が

、

③
実

践
的

な
理

解

が

風

土

的
で

あ

る
。

そ

れ

ら

は

、

生

活

の

仕

方

の

必

要

か
ら

。

民
族

の
精

神

、

伝

承

。
習

慣

を
反

映

す

る

。

④

感

情

や

衝
動

が
風

土

的

、
（
和

辻

が

モ

ン

ス

ー

ン
的

風

土

の

一

構

成

契

機

と

し

て

「
し

め
や

か

な
激

情
」

を

あ

げ

て

い

る
こ

と

は

よ

く

知

ら

れ

て

い

よ

う

。
）

⑤

幸

福

も

ま

た
風

土

的
で

あ

る
、

と

い

う

こ
と

に

な
る

。

こ

こ

か
ら

、

ヘ

ル
ダ

ー

独

特

の

人

道

（
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｉｔａ
ｔ
）
（
生

き

た

具

体

的

人

類

）

の

観

念

が
出

て
く

る
。

「
静

か

な
喜

び

を
も

っ
て

妻

子

を

慈

し

み
、

己

れ

の

部

族

に

対

し

て

も

己
れ

の

生

に
対

し

て

も

た
だ

控

え

目

に

働
く

、
－

そ

う

い

う

野

蛮

人

の
方

が

人

類

愛

に
興

奮
す

る

人

々
よ
り

も

一
層

真

実

な

人

間

だ

と

思

う
。



人

類

愛

な

ど

と

言

っ
て
も

、

単

な

る

名

に
過

ぎ

な

い
人

類

の

影

に

有

頂

天

に
な

っ
て

い
る

の

で

あ

り

、

そ

う

い
う

愛

に
生

き

る
人

は

現

実

の

人

で

は

な

く

て

教

養

あ

る

影

（
ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｌｄ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ
ｔｅ
ｎ
）

な

の

で

あ

る
。
」

（
同

、
二
一
八
頁
）

一
読

き

わ

め
て

ル
ン

ー

的

な

文

明

社

会

批

判

を

込

め

た
見

解

だ

が

、

こ

の

生

き

た

具

体

的

フ

マ

ニ
テ

ー

ト

の

立

場

を

和

辻

は
共

感

を

も

っ
て

じ

っ
く

り

と

紹

介

、

叙

述

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

か

か

る
見

地

か

ら

は

国

家

も

ま

た
重

要

で

な

い
。

「
父

と
毋

、

夫

と

妻

、

子

供

と

兄

弟

、

友

だ

ち

と

仲

間
－

こ

れ

が

我

々
を

幸

福

な

ら

し

め

る

自

然

の

関

係

で

あ

る
。

国

家

が

我

々

に
与

え

得

る
も

の

は

人

為

的

な

道

具

で

あ

る

が

、

し

か
し

そ

れ

は

一
層

本

質

的

な

も

の
を

、

す

な

わ

ち

我

々

自

身

を

奪

い

取

っ

て

し

ま

う

。
」
（
同

。
二

一
九
頁
）

さ

ら

に
、

ヘ

ル
ダ

ー

は

、
「
全

世

界

を

荒

ら

し

回

っ
て

い

る

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人

」

に

た

い
し

て

、

ナ
イ

ー

ブ

な

人

間

性

、

人

間

ら
し

い
生

活

を

奪

う

も

の

と

し

て

警
告

す

る
。

ヘ

ル
ダ

ー

に

は
、

ア

メ

リ

カ
先

住

民

、

ア

フ

リ

カ
原

住

民

等

と

そ

の
文

化

に

た

い
す

る
と

ら

わ

れ

な

い

評
価

が

見

ら
れ

る
。

こ

の

点

は
一
九
九
〇
年
代
以
降
（
後
述
の
ハ
ー
マ
ン
の
多
文
化
的
・
多
言
語
的
視
点

と

な

ら

ん

で
）

あ

ら

た

め
て

評

価

の
対

象

と

な
り

つ

つ
あ

る
と

こ

ろ

で

あ

る
。

つ

い

で

に

い

え
ば

、

師

の

カ

ン

ト
も

、

お

な
じ

く
辺

境

の
地

に
あ

っ
て

、

か
え

っ
て

国
民

国

家

か

ら
自

由

な

コ

ス

モ

ポ

リ

タ

ン

的

「
世

界

市

民

」

的

な

哲

学

、

永

遠
平

和

の
哲

学

を

構

想

し
え

た

の

だ

っ
た

。

和
辻

は
、
周
知
の
よ
う
に
、
戦
時
中
に
刊
行
し

た
『
倫
理
学
』
中
巻
で
、

民
族

の
上

に
国
家
を
お
き
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
有
機
体
的
な
国
家
観
を
最
後
ま
で

原
則

的
に
捨
て
な
い
。
戦
時
中
の
超
国
家
主
義
に
も
あ
き
ら
か
に
一
定
の
共

感

の
姿
勢
を
示

し
て
い

る
（『
尊
皇
思
想
と
そ
の
伝
統
』
な
ど
）。

戦
後
、
国

家

の
章

に
は
か
な
り
の
書
き

か
え
が
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
変
更
」
で

は
な
く
「
変
容
」
（
金
子
武
蔵
）
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
点

に
和
辻
に
は
、
時
代
か
ら
す
る
限
界
が
あ
り
、
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
か
え
っ
て

（
カ
ン
ト
、
ハ
ー
マ
ン
、
ヴ
ィ
ー
コ
ら
と
と
も
に
）
、
国
民
国
家
に
と
ら
わ
れ

ぬ
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
的

フ
マ
ニ
テ
ー
ト
的
な
視
野

の
広
さ
を
も
つ
と
の
指
摘

も
あ
り
え
よ
う
。

し

か
し
、
和
辻
の
中
に
も
元
来
こ
う
し
た
開
か
れ
た
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
的
、

か
つ
具
体
的
な
個
々
の
文
化
、
個
々
の
風

土
、
個

々
人
の
生
を
尊
重
す
る
フ

マ
ニ
テ

ー
ト
、

フ
マ
ニ
ス
ト

に
通
じ
る
気
質

、
思
考
の
資
質
が
早
く
か
ら
見

ら
れ

る
。

た
と
え
ば
、
『
古
寺
巡
礼
』
（
と
く
に
初
版
）
に
見
ら
れ
る
文
人
的

と
ら

わ
れ

の
な
さ
が

そ
れ
で
あ

る
。

そ
れ
が
、
「
多
文

化
主
義
」
を
率

直
に

認

め
紹
介
す

る
先
見
の
明

に
つ
な
が

っ
た
と
い
え

よ
う
。

さ
て
、
こ

う
し
て
和
辻

は
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
精
神
の
風
土
学
の
特
色
を
つ
ぎ

の
よ
う
に
総
括
す

る
。

「
自
然
と
精
神
を
区
別
し
な

い
自
然
の
概
念
に
も
と
づ

い
て
、
個
々
の

国
民
の
価
値
個
性
を
極

端
に
力
説
し
た
も
の
」
（
同
、
二
二
〇
頁
）

で

あ
り
、

①
　

解
釈

の
方
法

（
カ
ン
ト
の
批
判

は
受
け
る
が
、
詩
人
的
直
観

に
も
と
づ



く

）

に

よ

り

、

②
　

国

民

の

個

性

の

尊

重

を

特

色

と

す

る

。

国

民

は

そ

れ

自

身

の

特

殊

性

に

お

い

て

独

自

の

意

義

を

も

ち

、

人

道

の

実
現

と

し

て

完

成

せ

る

も

の

た

り

う

る
。

「
個

々

の
国

民

の

姿

を

、
人

類

の
究

極

目
的

へ

の
発

展

の

単

な

る

一
過

程

と

し

て

、

前

後

継

起

［
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
］

の

秩

序

に

お

い

て

の

み

見

る

の

は
、

彼

の

極

力

排

除

す

る
と

こ

ろ

で

あ

っ

た

。

そ

れ

は

併

存

［
Ｎ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｉｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
］

の

秩

序

に

お

い
て

把

捉

せ

ら

れ

な

く

て

は

な

ら

な

い

。
」
（
同
）

「
し

た

が

っ
て

彼

は

、

①

弁

証

法

的

運

動

に

お

け

る
ご

と

く

生

起

を

主

導

的

に

見

る

立

場

に

た

い

し

て

、

静

的

な

、

美

し

い

、

生

の

「
有

の

秩

序

」

を

見

よ

う

と

す

る

。

②

国

民

を

そ

の

劇

的

動

作

に

お
い

て

見

る

立

場

に

対

し

て

、

彫

刻

的

に

。

あ

ら

ゆ

る

方

向

か

ら

常

態

的

恒

常

的

な

も

の

を

そ

の

静

的

構

造

に

お

い

て

な

が

め

よ

う

と

す

る

。

③

究

極

的

目

的

の

立

場

が

国

民

の

間

に

優

劣

を

見

、

あ

る

い

は

特

定

の

国

民

を

世

界

精

神

の
意

志

の

道

具

（
す

な

わ

ち

選

民
）

と

見

る

に

対

し

て

、

個

々
の

民

族

の
個

性

を
平

等

に

尊

重

す

る

。

か

く
し

て
国

民

は

、

そ

の

歴

史

的

な

業

績

に

お

い
て

よ

り

も

、

特
殊

唯

一
的

な

仕
方

で

実
現

し

た

特

殊

な

生

の

価

値

に

お

い
て

、
す

な

わ
ち

国

民

性

の
実

現

と

し
て

の

生

の

価

値

に

お

い
て

、

世

界

史

の
対

象

と

せ

ら

れ

る
。
」
（
同
）

ち

な

み

に

、
『
近

代

歴

史

哲

学

の

先

駆

者
』

に

も

、

つ

ぎ

の

よ

う

な

一
節

が

見

ら

れ

る

。

「
ま
こ
と
に

ヘ
ル
ダ
ー
は
、
ヴ

ィ
コ
よ
り
も
一
層
明
白
に
、
地
球
上
の

あ
ら
ゆ
る
民
族
の
存
在

の
権
利
を
公
平
に
承
認
す
る
、
と
い
う
立
場
を

実

現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
ら

の
点
か
ら
見
れ
ば

、
直
接
の
影

響

の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ィ
コ
の
歴
史
哲
学
は
ま
っ
す
ぐ
に

ヘ
ル

ダ
ー
の
歴

史
哲
学
と
し
て
展

開
し
て

い
る
と
い

っ
て

よ

い
。
）
」
（
全
集

第
六
巻
、
三
九
七
頁
）

三

こ
う
し
た

ヘ
ル
ダ
ー
の
「
精
神
の
風
土

学
」

に
イ

ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
発

想
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
和
辻
自
身
の
『
風
土
―
―
人
間
学
的
考
察
』
に
お

け

る
「
人
間
存
在
の
風
土
的
規
定
」

に
か
ん
す
る
考
察
に
お
い
て

、
和
辻
自

身
の
言
葉
で
一
層
詳
細
な
展
開
を
見
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
存
在
の
「
歴
史

的
社
会
的
構
造
」
の
一
環
に
ほ
か
な
ら

ぬ
風
土
の
型
即
自
己
了
解
の
型

に
ほ

か
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
和
辻
の
「
人
間
学
的

考
察
」

は
、「
精
神

論
と
身
体

論
に
分
裂
し
た

西

洋
の
ア
ン
ト

ロ
ポ

ロ
ギ
ー
」

に
た
い
す
る
根
底
的
な
批
判
と
し
て
展
開
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
風
土
論
は
、
一
種
の
身
体
論
と
し
て

展
開
さ
れ
、
発
想
と

し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
和
辻
よ
り
後
の
、
メ
ル
ロ
=
ポ
ン
テ
ィ
の
身
体
論
や
、

あ

る
い
は
こ
の
時
点
で
和
辻
の
お
そ
ら
く
あ
ず

か
り
知
ら

な
か
っ
た
ホ
ワ
イ

ト
へ
ッ
ド
の
有
機
的
1
1
1
然
世
界
論
を
先
取
す
る
か
の
よ
う
な
お
も
む
き
を
呈

す

る
。

「
肉
体

の
主
体
性

は
人
間
存
在
の
空
間

的
・
時
間
的
構
造
を
地
盤
と
し
て
成



り

立

つ

。
」

こ
こ
に
は
、
（
『
風
土
』
一
七
頁
）
生
け
る
主
体
的
身
体
の
延
長
と
し
て
環
境

世
界

を

見

る

と

い

う

発

想

が

あ

る
。

い
わ

ば

ラ

イ

プ

ニ

ッ
フ

の

有

名

な

予

定

調

和

・

心

身

平

行

論

の

説

を

、

人

間

の

心

身

の

関

係

か

ら

、

心

身

統

一

体

（
フ

ユ

メ

ー

ト
さ

れ

た
身

体

）

と

し

て

の

人

間

と

そ

の

環

境

世

界

と

の

関

係

に

ま

で

お
よ

ぼ

し

拡

張

し

た

発

想

で

あ

る

。
（
こ

う

し

た

モ

ル

フ

ォ

ロ

ジ

ー

的

な

発

想

は

、
『
プ

ロ

ト

ー
ガ

イ

フ
』

等

の

ラ

イ

プ

ユ

。
フ

に

も

あ

り

、

ヘ

ル

ダ

ー

の
非

機

械

論

的

（
反

ニ

ュ

ー

ト

ン
的

）

・
生

気

論

的

な

自

然

観

、
世

界
観
も
、
も
と
は
と
い
え
ば
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
こ
う
し
た
発
想
を
受
け
継
ぎ
、

ま

た

は

る

か

に
後

述

の

ヘ

レ

ニ
ズ

ム
・

ビ

ザ

ン

チ

ン
期

の
新

プ

ラ

ト

ン

派

の

自

然

哲

学

・

言
語

哲

学

の
流

れ

を
汲

む

も

の
で

あ

る
。
）

身

体

論
と

し

て

、
「
併

存

の

秩

序
」
（
Ｎ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｉｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）

の

観

点

か

ら

心

身

の

相

互
交

渉

な

い
し

ホ

モ

ロ
ジ

ー

的

類

同

物

と
し

て

人

間

と

風

土

の

相

互

交

渉

・
干

渉

を

見

よ

う

と

す

る

風

土

類

型

論

は

、
今

に

し
て

お

も

え

ば

、

性

格

類

型

論

（

ク
ラ

ー

ゲ

ス

、

ク

レ

ッ
チ

マ
ー

）

に
発

想

に

お

い

て

共

通

す

る

と

こ

ろ

が

あ

り

、

あ

る

い

は

、

Ｒ

・

シ

ュ

タ
イ

ナ

ー

の

表

現

論

的

な

精

神

論

、

心

身

論

と

一
脈

あ

い

通

じ

る
と

こ

ろ

が

あ

っ

た
と

見

な

し

う

る
か

も

し

れ

な

い

。さ

て

、

と

も

あ

れ

「
人

間

学

的

考
察

」

の

副

題

を

も

つ

『
風

土

』

は
、

そ

れ

と

あ

い
前

後

し

て

出

さ

れ

た

『
人

間

の
学

と

し

て

の

倫

理

学

』

に

お
け

る

よ

く

知

ら

れ

た
和

辻

独
特

の

「
人

間
」

理

解

に
も

と

づ

く

倫

理

学

の
構

想

の

一
応

用

問

題

と

し

て

展

開

さ

れ

た

も

の
で

あ

っ

た
。

こ
の

時

点
で

は

ま

だ
倫

理
学
の
一
環
に
組
み
入
れ
る
構
想
は
な
く
。
そ
の
外
側
に
と
ど
ま

っ
て

い
る

が
、
『
倫
理
学
』
の
上
巻
で

は
す
で

に
人
間

存
在
の
空
間

的
構
造
の
章
で
伏

線
が
敷
か
れ
、
の
ち
に
と
り
わ
け
戦
後
の
『
倫
理
学
』
下
巻
に
お
い
て
、
人

間
存
在
の
空
間
的
構
造
の
一
環
と
し
て

体
系
中

に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に

い
た
る
こ
と
は
す
で

に
す
こ
し
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ち
な
み

に
当
該
章

の
構
成

は
つ
ぎ
の
よ
う

に
な
っ
て

い
る
。

第
四
章
　

人
間
存
在

の
歴
史
的
風
土
的
構
造

第
一
節
　

人
間
存
在

の
歴
史
性

第
二
節
　

人
間
存
在

の
風
土
性

第
三
節
　

歴
史
性
風

土
性

の
相
即
（
国
民
的
存
在
）

第
四
節
　

世
界
史

に
お
け

る
諸
国
民
の
業
績

一
、
世
界
史
第

一
期
　
二
、
第
二
期
、
三

、
第
三
期

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
時
間
性
重
視
に
た
い
し
て
。
空
間
性
の
強
調
と
い
う

『
風

土
』
以
来

の
対

抗
的
意
図
は
、
こ
こ
で

い
わ
ぱ

そ
の
具
体
的

展
開
を
見

る
こ
と
に
な
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
に
発
す
る
風
土
論
の
系
譜
は
、
フ
レ
ク
サ
ン
ダ

ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
、
カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー
、
ラ
ッ
フ
ェ
ル
と
た
ど

ら
れ
、
か
た
わ
ら
、
ま
た
、
ヴ
ィ
ル
ー
ド
ゥ
・
ラ
・
ブ
ラ
ー
シ
ュ
、
ル
シ
フ

ン
・

フ
ェ
ー
ブ
ル
ら

フ
ラ

ン
ス
人
文
地
理
学
の
業
績
も
正

し
く
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
ア

ナ
ー
ル
派

と
の
関
係
な
ど

考
え

る
と
、
こ

の
あ
た

り
の
今
日
的
観
点
か
ら
す
る
見
直
し
は
今
後
の
課
題
だ
ろ
う
。
）

ち
な
み
に
、
い
わ
ゆ
る
後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
索
は
、
詩
的
言
語
の
原

初
性
・
基
底
性
の
主
張
に
お
い
て
、
ハ
ー
マ
ン
、
ヘ
ル
ダ
ー
と
軌
を
一
に
す



る
が
、
文
化
多
元
論
、
多
文
化
主
義
的
発
想

に
同
ず

る
気
配

は
な
く
、
む
し

ろ
周

知
の
よ
う
に
露
骨
な

ゲ
ル
マ
ン
（
語
）

の
エ
ス
ン
セ
ン
ト
リ
ズ

ム
を
強

く
打

ち
出
す
。

和
辻
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
よ
り
は
、

浅
く

、
表
層

的
な
も

の
に
と
ど
ま
り
え

た
所
以
も

、
こ
の
あ

た
り
と
大
い
に

関
係
す

る
こ
と
と

お
も
わ
れ

る
。

四

と
も
あ
れ
、
し

か
し
、
和
辻
に
お
け
る

ヘ
ル
ダ

ー
の
影
響

は
、
歴
史
哲
学

と
そ
の
一
環
と
し
て
の
精
神
の
風
土
学
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、

ヘ
ル
ダ
ー
の

思
想
の
射
程
の
す
べ
て
を
覆
う
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
戦
後
の

『
近
代
歴

史

哲
学
の
先
駆
者
』
で
も
、
主
題
か
ら
し
て
も
歴
史
哲
学

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

ヘ
ル
ダ

ー
の
比
較
的
初
期
の

「
併
存

の
秩
序
」
を
と
り

わ
け
て
重
視
す
る
行

き
方
を
、
正
当
に
評
価
し
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
の
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
全
面
的

継
承
と
研
究

は
、

ド
イ
ツ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

も
ま

だ
こ
れ

か
ら
の
こ
と
で
あ

る
よ
う

に
お
も
わ
れ

る
。

ヘ
ル
ダ
ー
の
思
想
の
根
底
に
は
、
ハ
ー
マ
ン
と
さ
ら
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
か

ら
受
け
継
い
だ
バ
ロ
ッ
ク
的
で
も
あ
り
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ビ
ザ
ン
チ
ン
的
で
も

あ
る
力
の
形
而
上
学
や
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
m
（
生
き
て
は
た
ら
く
言
葉
）
の
形
而
上
学

が
あ
り
。
そ
れ
が
彼
の
言
語

（
起
源
）
論
や
彫
刻
論

の
支
え
と
な

っ
て
い
た
。

ま
ず
、
順
序
を
逆

に
し
て

Ｖ
ｅｒ
ｂｕ
m

の
形
而
上
学

の
ほ
う

か
ら

い
う
と
、

キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
伝
統
で
三
位
一
体
の
神

の
第

二
位
格

（
＝
子
）

に
比
定

さ
れ
る
ロ
ゴ
ス
（
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
冒
頭
で
「
は
じ
め
に
ロ
ゴ

ス

が

あ

っ

た

」

と

い

わ

れ

る

時

の

ロ

ゴ

ス

）
。

世

界

を

産

み

出

す

な

い

し

流

出

さ

せ

る

力

と

し

て

の

ロ

ゴ

ス

（

ヘ

ブ

ラ

イ

語

の

ダ

し

ハ
ー

ル

）

を

ラ

テ

ン

語

に

移

し

た

の

が

Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
m

で

あ

る

。

ロ

ゴ

ス

の

ラ

テ

ン

語

訳

に

は

、

周

知

の

よ

う

に

も

う

一

つ

ｒ
ａ
ｔ
ｉｏ

が

あ

る

が

、

元

来

ロ

ゴ

ス

の

う

ち

に

含

ま

れ

て

い

た

ｒ
ａ
ｔ
ｉｏ

と

、

と

り

わ

け

中

近

東

的

バ

イ

ア

ス

の

強

い

ヘ

レ

ニ

ズ

ム

ー

ビ

ザ

ン

チ

ン

期

の

意

味

を

承

け

る

Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
m

の

流

れ

が

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

精

神

史

に

お

い

て

並

行

し

、

前

者

の

Ｒ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
ａ
ｌｉｓ
m
ｕ
ｓ

（
さ

ら

に

は

理

性

批

判

）

の

契

機

が

と

り

わ

け

近

世

に

お

い

て

は

主

流

を

占

め

、

後

者

の

Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｍ
-
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉ
ｋ
（
Ｇ
ａ
ｄ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
）
は
近
世
に
あ
っ
て
は
ど
ち
ら
か
と

い

う

と

伏

流

水

な

い

し

地

下

水

脈

の

位

置

に

甘

ん

ず

る

と

い

う

の

が

大

ま

か

な

見

取

り

図

で

あ

る

。

象

徴

的

な

名

前

を

あ

げ

る

と

す

れ

ば

、

前

者

は

デ

カ

ル

ト

。

カ

ン

ト

、

後

者

は

ラ

イ

プ

ユ

ッ

ツ

（
微

積

分

的

・

生

成

文

法

的

な

言

語
論
、
記
号
論
の
構
想
）
、
ハ
ー
マ
ン
、
ヘ
ル
ダ
ー
で
あ
る
。

ラ

イ

プ

エ

ッ

ツ

の

ａ
ｐ
ｅ
ｒ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉｏ
ｎ

を

カ

ン

ト

と

は

ち

が

っ

た

（
ど

ち

ら

か

と
い
え
ば
後
の
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
の
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
ｔ
ｅ

ｉｎ
ｔｅ
ｒ
ｎ
ｅ

に

近

い

）

方

向

で

、
Ｂ
ｅ
ｓ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉｔ
（
「

お

も

ん

ぱ

か

り

」
）

と

し

て
受
け
継
ぎ
、
「
詩
は
人
類
の
母
語
」
と
す
る
ハ
ー
マ
ン
の
『
美
学
綱
要
』

（
一

七

六

二

年

）

に

お

け

る

詩

的

言

語

の

基

底

性

の

考

え

と

重

ね

合

わ

せ

る

と

こ
ろ
に
構
想
さ
れ
た
ヘ
ル
ダ
ー
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
『
言
語
起
源
論
』
（
一

七

七

二

年

）

は

、

そ

う

お

も

っ

て

み

れ

ば

、

Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
m

の

形

而

上

学

の

近

代

に

お

け

る

典

型

的

な

あ

ら

わ

れ

と

見

な

し

う

る

も

の

で

あ

る

。

ち

な

み

に

、



の

言

語

起

源

論

を

含

む

ヘ

ル

ダ

ー

の

初

期

の

言

語

思

想

と

文

学

論

は

、

シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
が
、
言
語
上
の

民

族

主

義

と

も

い

え

る

こ

の

ド

イ

ツ

語

の

市

民

権

獲

得

運

動

は

、

そ

れ

で

も

多

く

の

言

語

に

対

等

の

権

利

を

認

め

る

点

で

、

後

の

ヘ

ル

ダ

ー

の

歴

史

哲

学

と

お

な

じ

く

、

自

民

族

中

心

主

義

的

な

傾

向

の

む

し

ろ

対

極

に

立

つ

も

の

で

あ
っ
た
。
（
ヘ
ル
ダ
ー
に
は
後
に
Ｓ
ｔ
ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
　
ｉ
ｎ
　
L
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ
ｎ

と

題

さ

れ

た

民

謡

の

集

成

（
一

七

七

八
－

八
九

年

）

が

あ

り

、

こ

の

種

の

仕

事

で

も

後

の

ア

ル

ニ

ム

や

ブ

レ

ン

タ

ー

ノ

に

先

駆

け

る

も

の

で

あ

っ

た

。

ち

な

み
に
、
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
m
-
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉ
ｋ
に
直
接
関
わ
る
仕
事
と
し
て
、
若
い
ヘ
ル

ダ

ー

が

司

教

区

に

提

出

し

た

論

文

、

Ｄ
ｅ
　
Ｓ
ｐ
ｉｒ
ｉ
ｔｏ
　ｓ
ａ
ｎ
ｃ
ｔｏ
　
ａ
ｕ
ｔｏ
ｒ
ｅ
　ｓ
ａ
ｌｕ
ｔ
ｉｓ

ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｅ
，
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ａ
ｅ
，
　
１
７
６
７
が
あ
る
。
）

さ

て

、

ヘ

ル

ダ

ー

は

、
『
彫

塑

』
（
Ｐ
ｌａ
ｓ
ｔ
ｉｋ
）
（
一
七

七

八
年

）

に

お

い

て

、

ラ

イ

プ

ユ

ッ

ン

の

哲

学

を

受

け

継

ぎ

つ

つ

、

き

わ

め

て

ユ

ニ

ー

ク

な

触

覚

論

、

力

動

空

間

論

を

展

開

す

る

。

す

な

わ

ち

、

も

の

ご

と

の

秩

序

に

は

、

①

継

起

（
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）

の

秩

序

、

②

併

存

（
Ｎ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｉｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）

の

秩

序

、

③

相

互

浸

透

（
Ｉｎ
ｅ
ｉｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）

の

秩

序

が

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

に

時

間

、

空

間

。

力

、

が

対

応

し

、

芸

術

の

ジ

ャ

ン

ル

と

し

て

は

、

音

楽

（
詩

）
、

絵

画

、

彫

刻

が

表

現

形

式

と

し

て

対

応

す

る

、

と

す

る

の

で

あ

る

。

触

覚

の

基

底

性

を

（
バ

ー

ク

リ

の

よ

う

に

単

に

認

識

論

的

に

で

は

な

く

）

美

学

・

芸

術

学

的

に

主
張
し
た
論
者
を
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
私
は
他
に
知
ら
な
い
。

『
純
粋
理
性
批
判
』
（
一
七
八
一
年
）
の
刊
行
直
後
に
、
ハ
ー
マ
ン
は
『
理
性

の

純

粋

主

義

（
Ｐ
ｕ
ｒ
ｉｓ
m

ｕ
ｓ
）

に

た

い

す

る

メ

タ

批

判

』

と

い

う

短

い

論

文

を

書

い

て

友

人

間

に

回

覧
し

た
が

、

こ

の

着

想

を

承

け

て

ヘ
ル
ダ

ー

は
そ

の

晩

年

に

『
純

粋

理

性

批
判

へ

の

メ

タ
批

判

』
（
一
七
九
九
年
）

と

『
カ

リ

ゴ

ネ

ー
』
（
一
八
〇
〇
年
、
『
判
断
力
批
判
』
へ
の
メ
タ
批
判
）
を
公
に
す
る
。
こ
れ
ら

は

い

ず

れ

も

巨

視

的

に
見

る

と
ｒ
ａ
ｔ
ｉｏ

の

立

場

に
対

す

る
ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
m

の

立

場

か
ら

の

リ

ア

ク

シ

ョ
ン

と
見

な
し

う

る
も

の

で

、

そ

う

し

た
眼

で

読

み

な

お

し

て

み

る

と

、

き

わ

め
て

今

日
的

観

点

か

ら

し

て

興

味

深

い

も

の
で

あ

る

。

和

辻

は

カ

ン

ト

の

巨
人

的

な
業

の
前

で

は

ヘ
ル

ダ

ー

の

批
判

は
蟷

螂

の

斧

に
等

し

い

と

い

っ
て

い

る
が

、

は

た
し

て

実

際

に

ヘ
ル

ダ

ー

の

『
メ

タ

ー
ク

リ

テ

ィ

ー

ク

』

を

精

読
し

た
上

で

の

批

判

な

の

か

、

当

時

の

一
般

的

な

世

評

に
し

た
が

っ
た

も

の

か
詳

ら

か

に

し

な

い
。
（
法

政

大

学

図

書

館

に

お

さ

め

ら

れ

て

い

る

和
辻

文

庫

の
蔵

書

目

録

に

は

ヘ
ル

ダ

ー

は

一
冊

も

な

く

、

和

辻

が

ど

の
版

の

全
集

で

ヘ

ル
ダ

ー
の

ど

の

著

作

を
読

ん

だ

か

は
目

下

の

と

こ

ろ

不

明

で

あ

る
。
）

と

も

あ

れ

、
現

在

チ

ャ

ー

ル
ズ

ー
テ

イ

ラ

ー

や

サ

ン

デ

ル
ら

の
多

文

化

主

義

（
m
ｕ
ｌｔ
ｉｃ
ｕ
ｌｔｕ
ｒ
ａ
ｌｉｓ
m
）

の

先
駆

と

し

て

あ

ら

た

め

て

注

目

さ
れ

て

い

る

ヘ

ル

ダ

ー

の

歴
史

哲

学

は
、

以

上

に

見

た

よ

う

な

力

の
形

而

上

学

、

ヴ

ェ
ル

ブ

ム
の
形

而

上

学

の

多
彩

な
展

開

を

背

景

と

し

て

形

づ

く
ら

れ

た
も

の
に

ほ

か

な
ら

な

か

っ
た

。

和
辻

の
思

索

は

、

こ

う

し

た

展

開

の

全

体
と

対

比

し

つ

つ
、

あ
ら

た

め
て

批
判

的

に
検

討

、

継

承

さ

れ

る

べ

き

も

の

だ
ろ

う

。

五

新

プ

ラ

ト

ン
主

義

の

Ｌ
ｏ
ｇ
ｏ
ｓ
-
Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
m

の
形

而

上

学

は
、

時

代

的

に

も



内
容
的
に
も
唯

識
や
密

教
に
近

い
も
の
を
多
く
も
つ
。

偽
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
オ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ー
ス
は
、
五
世
紀
頃
シ
リ
ア
で

活

躍
し
た
思
想
家
で
あ

る
が
。
ア
サ
ン

ガ
、
ヴ
ァ
ス
ヴ
ァ
ン
ド

ウ
の
同

時
代

人
で
あ
る
。
密
教
の
大

成
、
中
国
伝
来
は
七
～
八
世
紀
な
の
で

、
時
代

は
す

こ
し
ず
れ
る
が

、
「
最

後
の
ギ
リ

シ
ャ
教
父
」
と

い
わ
れ

る
ダ

マ
ス
コ
ス
の

ヨ
ア
ン
ネ
ス
（
Ｃ
六
五
〇
－

Ｃ
七
五
〇
年
）
と

は
同

時
代
で

あ
る
。

グ
ノ
ー

シ

ス
と
初

期
大
乗
経
典

の
間

の
お
り
う

る
交
流

に
つ
い
て

は
、

最
近

刊
行

の

『
比
較
思
想
事
典
』

に
立
ち
入

っ
た

記
述
が

あ
る
が
、
す
こ
し
下

っ
た
以

上

の
時
代
に
つ
い
て

も
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル

シ
ャ
を
介
し
て
、
す
く
な
く
と
も
間

接
の
影

響
・
交

流
が
あ
り
え

た
こ
と
だ

ろ
う
。
（
仏
教
と

キ
リ
ス

ト
教

の
対

話
な
ど
と
い
う
の
も
、
こ
の
あ
た
り
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

み
れ
ば
、
今
日
よ

り
は
る
か
に
風

通
し
の
よ
い
も
の
で
あ
り
え
た

か
も
し
れ
な
い
。
）
さ
ら
に
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
世

界
に
偽
デ
ィ
オ

ニ
ユ
シ
オ
ス
の
思
想
を
移
植
し
た

ヨ
ハ
ン
ネ

ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
・

エ
リ
ウ

ゲ
ナ
（
Ｃ
八
一
五
－

Ｃ
八
七
七
年
）
と

。
日
本

に

密
教
を
も
た
ら
し
た
空
海
（
七
七
四－

八
三
五
年
）
は
ほ
ぼ

お
な
じ

九
世

紀
前

半
に
活
躍
し
て

い
る
。

エ
リ
ウ

ゲ
ナ
も
空
海
も
、

ハ
イ
ブ
ラ
ウ
で

か
つ
き
わ

め
て
精
緻
に
洗
練
さ
れ
た
イ
ン
テ

レ
ク
チ

ュ
ア

ル
向
き
の
思
弁
を
よ
く
す
る

が
、
し
か
し
、
民
衆
の
霊
性
に
深
く
根
ざ
し
、
そ
れ
と
還
流
す
る
側
面
が
な

い
で
は
な
い
多
面
的
な
影
響
力
を
後
世

に
ま
で

お
よ
ぼ
し
た
思
想
家
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
う
ち
。
と
り
わ
け

エ
リ

ウ
ゲ
ナ
に
関
し
て
は
、
従
来
と
も
す

れ
ば
、
亜
流
、
二
流
の
思
想
家
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
。
し

か
し
、
実

際
は
、
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ー
ス
か
ら
、
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
、

サ

ン

ト

・
ヴ

ィ

ク

ト

ー

ル
の

リ

カ

ル
ド

ス
、

ボ

ナ

ヴ

ェ

ン
ト

ラ

を

通

し

て

展

開
さ
れ
る
Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
m
の
形
而
上
学
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
霊
性
の
バ
ッ
ク
ボ

ー

ン

を

な
す

と

い

っ
て

よ

い
位

置

を

占

め

る

も

の
で

あ

る

。

さ

か

の

ぼ

っ
て

、

今

し

が

た
触

れ

た

ダ

マ

ス

コ

ス
の

ヨ

ア

ン
ネ

ス
ら

の
個

体

と

宇

宙

の

相

関

を

め

ぐ

る
思

弁

は
、

古

代

末

中

近

東

世

界

か

ら

中
世

ヨ
ー

ロ

ッ

パ
世

界

を

通

っ

て

、

ニ
コ

ラ

ウ

ス

・

ク

ザ

ー

ヌ

ス

か
ら

ラ

イ

プ

ニ
ッ

ツ
ま

で

、

中

近

東

・
西

欧
的
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
な
し
て
い
る
。
〔
ビ
ザ
ン

チ

ン
の
比

喩

的

（
ア

レ

ゴ

リ

ー
的

）

解

釈

の

想

像

力

は
。

ヘ

ル
ダ

ー

か
ら

ベ

ン

ヤ

ミ

ン

に

い

た

る

近

代

の

思

想

家

た

ち

の

霊

感

の

源

泉

で

あ

り

つ

づ

け

た

。
〕

ほ

ぼ
同

様

の
こ

と

は

、
不

空

（
Ａ
ｍ
ｏ
ｇ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｊｒ
ａ
）

恵

果

、

空

海

と

つ

づ

く

密

教

に

つ

い
て

も

い
え

る

だ

ろ

う
。

ヒ

ン
ド

ゥ

ー

的
想

像

力

を

た

っ
ぷ

り

吸

収

し

た

仏

教
思

想

の

フ

ァ

イ

デ

ル

・

ス
テ

ー
ジ

は

、
多

く

の
後

世

の
民

衆

と

思

想

家

た

ち

の

豊

か

な

霊

感

の
源

泉
と

な

る
の

で

あ

る

。

こ

の

あ

た

り

へ

の

関

心

が

和

辻

で

抜
け

落

ち

て

い

る

の

は

何

を

意
味

す

る

か
。

近

代

日

本

の

メ
ン

タ
リ

テ

ィ

の

あ
り

方

に
ま

で

関

わ

る

問
題

だ

ろ

う
。

和

辻

の

仏

教
研

究

（
キ

リ

ス

ト

教
研

究

も

）

は

、

原

始

仏

教

、
原

始

キ

リ

ス
ト

教

に

傾

く

き

ら

い

が

あ

る

。
（
原

始
儒

教

に
つ

い

て

も

お

な
じ

か
。
）

原

理

主

義

と

ま

で

は

い

わ

な

い

が

、

一

種
原

理

主

義

的

メ
ン

タ
リ

テ

ィ

と
近

代

の

国

民

国

家

の

支

柱

と

な

る

（
非

寛

容

、
排

他

的

、

と
き

に

選

民
思

想

ま
で

を

と

も

な

う

）

イ

デ

オ

ロ
ギ

ー

と

の

間

に

は
、

何

か

浅

か

ら

ざ

る
絆

が

あ

る



の

か
も

し
れ
な
い
。

和
辻

に
密
教
的
な
も

の
へ
の
関

心
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、

早
く
梅
原

猛
の
指
摘
が

あ
る
が

、
な
お
今

後
の
検
討
課
題
だ
ろ
う
。

（
さ
か
べ
・
め
ぐ
み

、
西
洋
近

現
代

哲
学
、

桜

美
林

大
学
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
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